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牛肉のおいしさに関する３つの
食味指標と遺伝的評価

～ 「食感、味、におい」の指標化と遺伝的評価への活用～

「第４０回経営トップセミナー」-日本食肉市場卸売協会

一般社団法人家畜改良事業団
家畜改良技術研究所技術開発部
上席専門役 佐々木整輝

資料１



本日の発表内容

1. 研究背景

2. おいしさと食味について

3. 食味に関連する成分とは？

4. 食味指標値の作成

5. 食味の遺伝的な改良の可能性
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A5が特別でなくなくってしまった・・・

A4,A5で約94％
格付けでの差別化が難しくなってきている

品種別調査頭数の内訳（沖縄県）
日本食肉格付協会WEBサイトから

過去の格付結果 年次【牛枝肉格付 出荷県別格付結果情報】より
http://www.jmga.or.jp/rating/archive/index.html#beef_result

黒毛和種去勢牛
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黒毛和種のBMSの遺伝的能力の推移

B.M.S. No. No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6 No.7 No.8 No.9 No.10 No.11 No.12

等級区分 1 2 3 4 5

独立行政法人家畜改良センター 肉用牛枝肉情報全国データベースからの情報を活用した遺伝的改良情報 黒毛和種の遺伝的能力の推移（令和６年度） より
https://www.nlbc.go.jp/kachikukairyo/iden/index.html

15年で
3ポイント
以上上昇
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日本女子大学家政学部食物学科 飯田文子 「平成23 年度問題別研究会「消費者ニーズに応えるおいしい高付加価値化国産食肉生産」」

霜降りが増えれ
ば増えるほど
おいしいとはな
らない

霜降り入りすぎ問題
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令和７年４月家畜改良増殖目標

１ 改良・増殖をめぐる現状と課題

・・・これらの現状を踏まえれば、これまでの改
良により獲得した和牛特有の強みである脂肪
交雑を活かした牛肉生産だけではなく、

① 十分な改良水準に達している脂肪交雑に代
わり、脂肪の質の向上等、新たな形質に着目し
た改良

② 分娩間隔の短縮、日齢枝肉重量（注３）、枝
肉における歩留りや飼料利用性の向上のほか、
肥育開始月齢の適正・・・・・・

注１：食味
調理方法によって異なる、味、香り、食感が主体
となる食べたときの味わい。
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令和7年4月 家畜改良増殖目標 の改定

２ 改良目標

（１）能力に関する改良目標

① 産肉能力

生産コストの低減や効率的な牛肉生産の観点に加え、品種特性に応じた適度な脂

肪交雑の肉用牛生産により消費者の多様なニーズの高まりに対応する観点から、飼

料利用性も考慮した日齢枝肉重量や歩留基準値など肉量に関する形質や、ＭＵＦＡな

どの脂肪の質を始めとする食味の向上に重点を置いた種雄牛及び繁殖雌牛（以下、

Ⅲ肉用牛において「種畜」という。）の選抜・利用を推進するものとする。

また、牛肉の食味や脂肪交雑の形状（注４）に関する指標の研究を進め、それらを改

良の指標として取り入れるための評価手法の検討を進めるものとする。

注４：小ザシといった脂肪交雑の形状の違いにより同じ格付けであっても総脂肪量に差が生じる。

Ⅲ 肉用牛＞２ 改良目標＞（１）能力に関する改良目標 より抜粋
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おいしさと食味について：

おいしい牛肉って？

将来「おいしさ」でも
牛肉を改良する必要性

が出てきた

難題！

おいしさが数値で測定できるよ
うにすれば、改良は可能かも…

そもそも
「おいしさ」って
人それぞれ
じゃない？

でも、おいしさを数値化する
のって可能なの？

7



おいしさとは？

• おいしさを認知するプロセス

客観的に
測定できる

知覚
（官能特性）

牛肉からの刺激
物理的・化学的

主観的
人によって
異なるため
客観的な測
定はできな
い

嗜好に基づく
価値判断
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「おいしさ」 と 「食味」 の違い

味
香り
温度
テクスチャー
外観
音

心理的要因
生理的要因
環境的要因
(情報・教育，文化・
宗教，気候・風土も影響)

おいしいよ！ 甘いよ！

知覚（食味） を説明している

糖度や甘さの強度で表現できる

嗜好を説明している

嗜好と知覚（食味）を厳格にわけて考える必要があります

＝本公演では食味とします。
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おいしさに関わる成分

•成分は最も客観的な数値
•関連する成分は多数
•因果関係の証明は少ない
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当団で測定しているデータ

脂肪酸組成
（19成分⇒7成分）

糖類
グリコーゲン

前処理

粗脂肪％

リン脂質

前処理

乾燥

前処理 ガスクロ

ガスクロ

HPLC

重量法

比色
定量

比色
定量

比色
定量

比色
定量

比色
定量

前処理

前処理

前処理

前処理

脂
肪
抽
出

糖
抽
出

ペプチド

粗蛋白

水分

重量法乾燥

秤量

ホモジナイズ

アミノ酸（26種）

現場検定

受託分析

発色

発色

発色

発色

発色

前処理

検
品

検
品

ろ紙

0.1g

0.5g

0.5g

0.5g

0.5g

0.3g

グルコース

ペースト
状にする

10項目40成分

食味との関連は？
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成分で肉質の評価する例

日本農業新聞
平成２３年６月２５日１面より

約15年前からブランド化が始まる

オレイン酸
MUFA
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高オレイン酸：MUFA 低オレイン酸：MUFA

高いオレイン酸

55.5%
低いオレイン酸

43.5%
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光学測定機器の開発により市場での評価ができるようになった

全国和牛能力共進会 鹿児島大会 第7区

食肉脂質測定装置
（株式会社 相馬光学/富士平工業株式会社）

10万円/ｋｇ

Youtubeチャンネル 第12回全共鹿児島県実行委員会
第12回全国和牛能力共進会鹿児島大会 セリ会場 より
https://www.youtube.com/watch?v=3eh7Jpkmcfo
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課題：牛肉における 食味に関わる成分の探索の困難さ

多成分の関与 → 個々の成分の寄与が小さいので、一個の成分に注目
しても食味との関係が見えてこない。

天然の素材 → 条件を揃えることができないため科学的な証明が難
しい

成分

実際に消費者テストをすると逆の結果になることもしばしば

食味
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食味指標値の作成

基本戦略

生産者・消費者が直感的に理解できる指標にする。

長期間つかえる指標にする。

 多数のデータ収集が可能なシステムを構築する

成分そのものを指標としない。
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下記論文を発表 （2025.2.25発行）
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評価の中心を機械分析から、人の評価に変更

• 人間が実際に喫食して感覚量を客観的に評価する手法

• 客観性を担保するため、選抜・訓練した複数名のパネリストを用い決まった方法（QDA法
等）で実施する。

• ISO、JISなどでも規格化されている

長所：
• 直感的にわかりやすい評価指標
• 本研究の手法では平均値が計算できる
（枝肉形質と同じように統計処理が可能）

短所：
• 処理数が少ない（1日5件程度が限界）
• 人的コストが高い

やわらかさ前

やわらかさ後

線維感

多汁性

脂っぽさ

甘い牛のにおい

香ばしい牛のにおい

悪い牛くささのなさ

風味の強さ

先に立つうま味

持続性のあるうま味

うま味の強さ

分析型官能評価の採用
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胸最長筋を1 ㎝厚にスライス

200℃のホットプレートで加熱

（表面を55秒焼いた後、裏返し、

内部中心温度60℃まで加熱

（合計120～210秒））

室温まで放冷後クッキングロスを
測定

3×4 ㎝長方形に成形

官能評価方法

8段階尺度 分析型官能評価

（1.悪い ⇔ 8.良い）

パネル

訓練パネル9名
（訓練方法：五味識別訓練、
グルタミン酸濃度識別訓練、
市販肉を用いた尺度合わせ）

評価方法
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分析型官能評価の推定式の開発

食味指標値の作成

成分値だと個々の証明が
困難。でも、分析型官能
評価は数がこなせない。

成分値から分析型
官能評価を推定で
きるようにすれば
良いのでは？
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◼材料 牛リブロース

 

 厚さ 5～6cm 官能評価用

 1～2cm 成分等分析用

◼測定実施項目等

•分析型官能評価  

•成分分析

合計で631検体分の一貫したデータセットを整備 

材料と測定項目
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成分から分析型官能評価の予測式の作成
青は正の関与
赤は負の関与

y1=a11x1+ a21x2+……

y4=a14x1+ a24x2 +……

y7=a17x1+ a27x2 +……

y10=a110x1+ a210x2 +……

y2=a12x1+ a22x2 +……

y5=a15x1+ a25x2 +……

y8=a18x1+ a28x2 +……

y11=a111x1+ a211x2 +……

y3=a13x1+ a23x2 +……

y6=a16x1+ a26x2 +……

y9=a19x1+ a29x2 +……

y12=a112x1+ a212x2 +……

成分に重みを
付けた係数を
かけて合算する
式で分析型官
能評価を予測
する。

係数は回帰分
析にて算出

X=ZVT+E

y=Zb+e

PLS回帰分析+
遺伝的アルゴリズム
で解析
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成分からの分析型官能評価値の推定
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食味指標値への集約（食感・味・におい）

食味指標値の作成

分析型官能評価を食べたく
ても空いてできるように
なったけど、１２項目もあ
ると活用する際大変だ

なるべく少なく表
現できないか？
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ワインの表記方法を参考にできないだろうか・・・？

https://katerial.jp/collections/orangewinehttps://www.amazon.co.jp
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食味指標値推定システム

ොyi
∗ = xi − ҧ𝑥 b + ത𝑦 Zi = ෡Yi

∗
− ഥY Σ−1𝑉
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食味指標値の算出例 分析型官能評価値の主成分分析

食感

におい

味

食感

におい

味

食感

におい

味

食感

におい

味

食感

におい

味

食感

おなじ
イメージ
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食味指標値の多次元の知覚特性マップでの表示

味

2次元
３次元
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-2 -1 0 1 2 3 4

食感

味

におい

-2 -1 0 1 2 3 4

食感

味

におい

-2 -1 0 1 2 3 4

食感

味

におい

-2 -1 0 1 2 3 4

食感

味

におい

-2 -1 0 1 2 3 4

食感

味

におい

新たな食味指標値による評価例

食感

味

●A農場 ●C農場●B農場

A-1

A-2

A-3

B-1

C-1

SP
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クラスター毎の(ワードクラウド) と知覚特性マップとの対応(拡大)
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食味の遺伝的改良の方向性

早速、ゲノム育種価
を計算してみよう

食味をなんとか
数値化できた
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食感、味、においの指標を種雄牛の評価に活用
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本研究によって出来るようになること

SNPデータのみ

SNP+成分データ

成分＋官能評価

食味指標の
実データ

食味指標の推定値とG評価値

食味指標のG評価値

（14,339頭分）

G評価のリファレンス
として機能

食味指標値の
リファレンスとして機能

（631頭分）

（現場後代検定）

SNP+成分デー

タが充実してく

れば、種雄牛だ

けでなく、繁殖雌

牛も評価可能。

生産者はSNPタ

イピングさえすれ

ば自身の牛群の

食味の遺伝的な

特性を把握でき

るようになる。

自身の肉のデータがない
種雄牛の評価が可能に
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まとめ

• 食感（和牛らしさ度？）、味、においの食味指標値を開発した。

• 食味指標値はひとが牛肉を食べたときの感覚を網羅した数値である。

• 食味指標値を実際に食べなくても牛肉成分などの測定値から推定できるシステムを開発

• さらにゲノム情報（SNP）からどんな食味になるか先天的な素養も推定可能性がしめされ
ている（現在開発中）

• 将来は 各々のブランドが目指す食味性に最も適した種雄牛を選択可能にする計画

（例：あっさりめ A種雄牛 こってり系 B種雄牛 ）
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家畜改良技術研究所
Maebashi Institute of Animal Science

黒毛和種の
ゲノミック評価について

家畜改良事業団

家畜改良技術研究所

荻野 敦

令和７年10月24日
日本食肉市場卸売協会経営トップセミナー

1

資料２



家畜改良技術研究所
Maebashi Institute of Animal Science

ゲノミック評価・・・

そもそも評価ってなにを評価する？！

2

ゲノミックで遺伝的能力を評価する!!



家畜改良技術研究所
Maebashi Institute of Animal Science

能力（≒畜産物の生産効率）に影響する要因は、飼養管理等に代表される環境要
因と両親から受け継いだ能力である遺伝要因の２つに大別される。

遺伝要因

環境要因

遺
伝
的
不
良
形
質

外
傷

感
染
症

生
活
習
慣
病

枝
肉
重
量

大きくなる素質があってもちゃん
と餌をあげないと太らない。
餌をあげても大きくなる素質がな
ければ、やっぱり太らない。

餌をいくらあげてもIARS異常症が
発症したら正常には発育しません。

乳
量

3

家畜の能力に影響する要因



家畜改良技術研究所
Maebashi Institute of Animal Science家畜の能力に影響する要因

• 枝肉形質：枝肉重量、BMS、ロース芯面積…

• 繁殖形質：初産月齢、分娩間隔…

• 食味成分：オレイン酸含量…

環境要因

遺伝要因

父親由来・母親由来

遺伝的能力

環境要因は様々な要因の合計
遺伝要因は父親由来の能力と
母親由来の能力および性別に
分けられる。
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家畜改良技術研究所
Maebashi Institute of Animal Science

形質 項目

枝肉重量 60%

ロース芯面積 60%

バラの厚さ 47%

皮下脂肪厚 62%

歩留基準値 65%

BMS-No. 68%

オレイン酸割合 68%

MUFA割合 63%

生時体重 58%

在胎期間 67%

日齢枝肉重量 62%

※LIAJ-202507評価

枝肉

脂肪酸組成

発育関連

遺伝の割合（遺伝率）

5

肉用牛の評価形質と遺伝率



家畜改良技術研究所
Maebashi Institute of Animal Science

ゲノミック評価とは

6

子   子   子   子

親と子、きょうだいは
・顔が似ている
・体型が似ている
・体質が似ている

父 母

血縁が近いほど設計図は似ている 遺伝的能力も似ている

親から子へ引き継がれるのは生命の設計図である遺伝子
遺伝子はDNAに乗って伝わるのでDNAの伝わり方を加えた遺伝的能力評価

祖父 祖母 祖父 祖母

DNAが近いほど設計図は良く似ている 遺伝的能力も良く似ている



家畜改良技術研究所
Maebashi Institute of Animal Science

両親の遺伝的距離と産子の近交係数
黒毛和種（種雄牛56頭×雌30頭）

血統から導いた近交度（近交係数）

D
N

A
情

報
か

ら
導

い
た

近
交

度
（

両
親

の
遺

伝
的

郷
里

）
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家畜改良技術研究所
Maebashi Institute of Animal Science

トンビがタカを産む・・・？

8

父  母

+20

+20 +60

+20

+80 +40

+30 +30+60+60 +10

+30 +50

+10

+70 +90

+60 +60 +60 +60

全きょうだい 期待は一緒
父と母の平均

ゲノミック評価では
個別に予測できる！

+10 +30

母よりも良くない！ 種雄牛をしのぐ！



家畜改良技術研究所
Maebashi Institute of Animal Science

環境要因

父の遺伝的能力

（父の育種価）

母の遺伝的能力

（母の育種価）

性の効果

要因ごとに分解して、効果を
推定する。

農家・月齢・性別などが同じ ⇒ 同じ環境効果

似たようなDNA ⇒ 似たような遺伝的能力

環境効果を取り除き、DNA情報を加えた遺伝的能力
（ゲノミック育種価！！）

農家・月齢・性別などが同じ ⇒ 同じ環境効果

似たような血統 ⇒ 似たような遺伝的能力
環境効果を取り除いた遺伝的能力（育種価！！）

9

環境要因

父の遺伝的能力

（父のG育種価）

母の遺伝的能力

（母のG育種価）

性の効果

要因ごとに分解して、効果を
推定する。

遺伝的能力はDNA
情報を使うこと
によって、同じ
親由来でも違い
がわかる。

BLUP法（育種価） ssGBLUP法（ G育種価）
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10

◼ 正確な育種価の推定には産子の成績が多数必要！
◆育種価が出るまで時間がかかる
◆産子の成績が多く得られないと正確な推定ができない

◼ 子の育種価は両親平均として予測するが、実際はバラつく！
◆全きょうだいの予測は等しいため、育種価では選抜できない
◆高能力同士の交配から得られた産子でも後代検定にかけないと実際の

能力はわからない

ゲノミック評価の特徴
（従来の遺伝的能力評価の課題解決）

⇒ 生後すぐに評価でき、産子がいなくても推定が可能

⇒ 全きょうだいの優劣が推定可能
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正確度の比較

99 99
フィールドデータ
（セカンドクロップ）

現場後代検定済種雄牛

産子がいない子牛など
（血統情報＋SNP情報）

91 93

フィールドデータ
（セカンドクロップ）

現場後代検定済種雄牛

産子がいない子牛など
（血統情報のみ） 62

80

枝肉重量

正確度

評価法 枝肉重量
ロース芯
面積

バラの厚さ 皮下脂肪厚 歩留基準値 BMS

ゲノミック育種価 0.80 0.75 0.75 0.80 0.76 0.76

期待育種価 0.62 0.62 0.61 0.62 0.63 0.63

SNP情報なし
（育種価）

SNP情報あり
（G育種価）

11
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いろいろな遺伝的能力評価

12

実際の形質のデータ（表現型）を持つ肥育牛と遺伝的に似ている個体は同
じような遺伝的能力を持つと推定される。

親

BLUP

血統が似ている

ssGBLUP
（ssSNP-BLUP）GBLUP

子（肥育牛）

被評価個体 被評価個体

DNAが似ている DNAと血統が似ている

肥育牛 血縁個体（肥育牛）

何が似ているのか？ 何と似ているのか！？
（血統かDNAか両方か？ 参照集団は何か？）
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調整交配 検定用調査牛生産

肥育委託農家

産肉能力検定場

現場後代検定の調査牛・同期牛が参照集団
（肉用牛産肉能力平準化促進事業）

◼ 全国で生産された調査牛・同期牛！
◼ 幅広い能力（選抜落ち種雄牛産子）の調査牛！

13
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ゲノミック評価の実施体制

14
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ゲノミック評価成績報告書

続 柄 名 号 登録番号 個体識別番号 試料番号 生年月日 性

父 福之姫 原5689 1343832266

母 かいりょう 原1234567 1234567890 6150001 R2.2.28

本牛 かいりょうのこ 1234567 0987654321 6150002 R5.3.15 雌

一般社団法人 家畜改良事業団

受 付 番 号 3500123

評 価 年 月 日 令和5年4月26日

品 種 黒毛和種

検 査 項 目 ＳＮＰ検査（XTチップ）

基 準 集 団 平成28～令和2年生の雌牛
所有者住所・氏名 群馬県 家畜改良技術研究所

申 込 者 （一社）家畜改良事業団

形質 枝肉重量
ロース芯

面積
バラ厚 皮下脂肪厚 歩留基準値 BMS-No.

区分 A H B H A H

ゲノミック
育種価 46.361 14.351 0.605 -0.345 2.087 4.390

形質データ数： 60,126件 SNPデータ数： 135,553件

この報告書に記載されている品種、登録情報等は「申込書」に記載された情報に基づいています。
MUFA（一価不飽和脂肪酸）割合およびオレイン酸割合については、GBLUP法によるゲノミック評価です。それ以外の形
質については裏面の説明をご覧ください。

標準偏差単位 （σ）によるレーダーチャート
（※皮下脂肪厚の目盛は符号が逆になります）

形質 MUFA割合
オレイン酸

割合
生時体重 日齢枝肉重量 在胎期間

ゲノミック
育種価 0.063 -0.021 3.782 0.032 0.067

15
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参照集団について
参照集団：平準化事業で育種価評価に用いている調査牛・同期牛

令和7年7月評価
表型値 ：  70,569頭 (うちSNP有 23,722頭) 
SNP有 ：192,305頭 (種雄牛・肥育牛・繁殖雌牛)
評価個体 ：239,152頭

16
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参照集団と基準集団について
参照集団：平準化事業で育種価評価に用いている調査牛・同期牛

生年別ゲノム育種価の推移

基準集団：標準化のベース
（5年前±2年に生まれた雌個体18,110頭）

↓
このデータの平均を０とする

令和7年7月評価
表型値 ：  70,569頭 (うちSNP有 23,722頭) 
SNP有 ：192,305頭 (種雄牛・肥育牛・繁殖雌牛)
評価個体 ：239,152頭

17
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評価の活用方法

18
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ゲノミック評価の活用

19

出生 選畜

市場名簿に記載

合理的な肥育

保留 

肥育 

販売 

交配 

精液の選定
分娩準備

牛群の把握
ブランドの確立
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ゲノミック評価値だけでなく、いろいろな形質を見ながら改良してきま

しょう！

① 血統が好きな牛の子！
② 体型が好きな牛の子！
③ おとなしい牛の子！
④ 種付がいい牛の子！
⑤ 子育てが上手い雌の子！
⑥ 母の育種価が高い牛の子！
⑦ 子牛がいつも高値の牛の子！

未経産の雌牛

従来の選定基準の＋αとして

価値は変わるかもしれません…多様な雌牛の確保を！

子牛の選畜での利用

20
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受精卵移植
性選別精液

ゲノミック評価
を総合的に活用することで、収益向上に繋げる

ゲノミック評価

⚫ 生後すぐにも遺伝的能力の推定が可能
⚫ 優良牛の選定が早期化できる

⚫希望する性の子を90％以上の
確率で得ることができる

21

受精卵移植

⚫ 優秀な繁殖雌牛の後代を効率的に生
産できる

⚫ OPU-IVFなど
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22

3％

20％

76％

1％

G評価による雌牛の分類による凍結精液活用事例

供卵牛

一般AI

受卵牛

繁殖雌牛のG評価により雌牛を区分し、後継牛を残さない
雌牛には性選別Yを活用し、枝肉重量を確保する

後継牛を残さない雌牛群

枝
肉
重
量
の
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
育
種
価

BMS No.のゲノミック育種価
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ゲノミック評価の活用

23

出生 選畜

市場名簿に記載

保留 

販売 
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24

子牛市場名簿への記載

上場牛の信頼度向上により、
市場をPR

群馬県渋川家畜市場：R3年4月から本牛および母牛のG評価値公表
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25

子牛市場名簿への記載

R3年7月から母牛のG評価値公表
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26

あきた総合
家畜市場

枝肉6形質のうち、枝肉重量、ロース芯、
BMS Nｏの3形質がＡ以上 ⇒ G優良
G優良の場合、市場名簿への掲載とあわせて、
繫留場の上場番号の下に掲示し、周知を
図っている。 

購買者へ名簿送付
の際に同封

子牛市場名簿への記載
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G評価活用による和牛産地活性化モデル事業
子牛のG評価情報を活用した市場、産地の活性化

－市場での取り組み－ 
市場電光掲示板への表示 

R5/11市場から、電光掲示板に市場名簿の摘要欄を表示
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28

G評価実施牛の市場価格
は平均より高い傾向

G評価活用による和牛産地活性化モデル事業
子牛のG評価情報を活用した市場、産地の活性化
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ゲノミック評価の活用

29

出生 選畜

市場名簿に記載

合理的な肥育

保留 

肥育 

販売 
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肥育素牛の期待育種価による合理的な肥育

30

肉質系にあった肥育

・ 肉質系の遺伝的特性に適した飼料給与体系

・ サシの入りにくい肥育牛の無駄な肥育の長期
化をなくす

短期肥育型の肥育

・ 発育の良い遺伝的特性にあった飼料給与

・ １、２頭だけ発育が遅く、出荷できない牛が残
ることをなくす

産子の期待G育種価（両親平均・PA）が計算できる

繁殖牛のG育種価 種雄牛のG育種価 （公表）

×

枝重・発育の期待育種価の高い肥育素牛群 BMS・オレイン酸割合の期待育種価の高い肥育素牛群

例 え ば

うちは回転率で儲け
る経営なので、助かる
なぁ。
これで去勢を揃えれこと
ができれば・・・

A4以上100％ねらい
の肥育体系なので、肉
質系の子牛だけを集め
ればいいんだ
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特産鳳来牛 枝肉6形質とG評価

●去勢
●雌

ゲノミック評価結果と出荷実績との比較
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ゲノミック評価の活用

33

出生 選畜

市場名簿に記載

合理的な肥育

保留 

肥育 

販売 

交配 

精液の選定
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ジーバ

Web情報提供サービス「G-Eva🄬」

（Genomic-Evaluation）

G-Eva（ジーバ）の名称およびそのロゴは登録商標（登録第6336890号）です。

牛群の把握、精液の選定

34
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交配したい種雄牛を選びます。
重視する形質や精液の種類を選

択できます。

選択した種雄牛を交配した
場合の産子の予測成績が表

示されます。

予測成績は、両親の成績の
平均です。

本牛：青
種雄牛：緑
産子：赤

クリップで保存・PDFで印刷可能 35

• 報告書+交配支援
⇒ 最新の評価値！

（月１回更新）
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• 牛群での一覧・分析
➢ 各種グラフ（散布図では交配予測産子の表示）

36

G-Eva🄬の機能
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37

• 牛群の相対的遺伝的距離の表示（G-Evaのみ）

G-Eva🄬の機能

37
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ゲノミック評価の活用

38

出生 選畜

市場名簿に記載

合理的な肥育

保留 

肥育 

販売 

交配 

精液の選定
分娩準備
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発育関連形質のゲノミック評価
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発育関連形質評価のデータについて

※日齢枝肉重量の参照集団は枝肉形質と同じ

収集期間 平成２１年１月～令和７年５月

収集データ 当団協力農家における授精記録、分娩記録、在胎期間および生時体重

データ数 68,031頭（雄37,627頭、雌30,404）

生時体重および在胎期間の概要（令和７年７月時点）
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生時体重と枝肉重量に
は高い遺伝相関があり
ます。
左のグラフは、種雄牛

を各育種価で区分した
ものです。

生時体重と枝肉重量の関係

41
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42

生時体重に関わる影響

＜

子牛の性別

メスに比べてオスは +2.74kg

母牛の未経産と経産

未経産に比べて経産は +1.44kg

＜

在胎日数 AIかETか

AIに比べてETは +0.52kg

AI
ET

在胎日数１日あたり +0.32kg

＜
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産子の生時体重予測

発育関連形質に在胎
期間が追加されました。

288日＋G育種価

選択した種雄牛との産
子ついて、各種繁殖形
態の予測生時体重が
表示されます。
（発育関連形質評価個体のみ）
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ゲノミック評価の活用

44

出生 選畜

市場名簿に記載

合理的な肥育

保留 

肥育 

販売 

交配 

精液の選定
分娩準備

牛群の把握
ブランドの確立
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繁殖雌牛における当団ゲノミック評価の活用

県以外に市町村や畜産団体が補助事業を
実施している場合も

① 県独自予算または当団JRA事業

② 畜産試験場（県有牛）

③ 一般雌牛実施

④ 大規模農家実施

45
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G評価活用による和牛産地活性化モデル事業

脂肪酸組成に注目したブランドの産地、枝肉の質などの指標の
検討、脂肪酸組成を分析し見える化等への取組みを支援

愛知県JA愛知東「特産鳳来牛」
肥育牛150頭（去勢・雌）

◼ 6形質+脂肪酸組成G評価を実施
◼ 筋間脂肪中の脂肪酸をガスクロマトグラフ法により定量
（7種類）

【鳳来牛ブランド】

《鳳来牛》

◼ 鳳来牛認定農家で１８ヶ月以上飼養した肥育牛

◼ モネンシンナトリウムを１３ヶ月齢以上は給与していない

◼ 肉質等級４等級以上 など

《特産鳳来牛》

◼ 鳳来牛ブランドとして『特産鳳来牛』を新たに創設した。

◼ 上記に加え、ＪＡ愛知東管内で出生した子牛に限る名称である。

46
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【オリーブ牛】
出荷前２か月以上の期間、1日当たり100g
以上のオリーブ飼料を給与した「讃岐牛」

※讃岐牛とは・・・
・県内で肥育された血統明確な黒毛和牛
・枝肉が歩留等級A、Bで肉質等級5、4、3等級のもの
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黒
毛
和
牛
で

脂
肪
を
抑
え
た
健
康
的
な
旨
さ 項目 基 準

うまれ・そだち 愛媛県

出荷月齢 27か月齢以下

飼料

（配合飼料） 愛媛和牛後期（指定）

（単味飼料） 柑橘ジュース粕サイレージ

（単味飼料） キーオメガ（亜麻仁油）

肉 質
B.M.S NO.３から９
※ただし、肉質等級２は除く

○産地のこだわり
・あかね和牛は、母牛、肥育牛ともに「愛媛あかね和牛普及協議会」に登録し、1

頭1頭を徹底管理
・あかね和牛は、すべて「愛媛生まれで愛媛育ち」

○血統のこだわり
・発育、肉質に優れる血統「気高系」の繁殖雌牛を鹿児島県等から導入し母牛とし

て利用
・優秀な血統の母牛に県が推奨する精液を用い、優秀な子牛を効率的に生産

○餌のこだわり
・肉質のばらつきを防ぐため、配合飼料を統一
・愛媛らしさの付与と赤身生産を目的に、ビタミン、βｸﾘﾌﾟﾄｷｻﾝﾁﾝ等が豊富に含ま
れる愛媛特産の「かんきつ」（ジュース粕）を肥育中期から給与するほか、脂肪の
品質向上を目的に、「亜麻仁油」を給与し、健康的な和牛を飼育

○飼養管理のこだわり
・飼養管理マニュアルを定め、専用飼料の給与期間、給与量等を設定し、飼養管理

を徹底

○肉質のこだわり
・「赤身と脂肪のバランスの良い、柔らかく美味しくヘルシーな和牛肉」をコンセ

プトとし、B.M.S NO.10～12（霜降牛肉）を除外し厳選
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常陸牛煌（きらめき）について

認定基準
（１）茨城生まれ茨城育ち

子牛生産から肥育まで県内生産者が一体となり取り組む
オール茨城のブランドイメージを確保

（２）月齢：30カ月齢以上
肥育期間を十分確保することでオレイン酸や小ザシを高め、
しっかり仕上がった牛肉を供給

（３）歩留等級：Ａ等級のみ

（４）オレイン酸割合：５５％以上

（５）小ザシ指数：１１０以上【ブランド基準化は全国初】
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小ザシ指数 110 高 小ザシ指数 90 低

BMS No.10 BMS No.10

●ロース芯内の脂肪交雑の全周囲長をロース芯面積の平方根で除した値
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脂肪酸組成形質のゲノミック評価

令和元年9月より繁殖
雌牛の評価開始。

「脂肪の質」の改良に
ご利用いただけます！
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形質 項目

脂肪酸組成 オレイン酸割合 68%

ミリストレイン酸割合 77%

パルミトレイン酸割合 70%

MUFA割合 63%

※LIAJ-202507評価

遺伝の割合（遺伝率）
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脂肪酸組成形質のゲノミック評価

オレイン酸割合
ＭＵＦＡ割合

小 ← → 大

一般的には黒毛和種
の肉には、ホルスタ
イン種や外国産牛肉
よりも多くの一価不
飽和脂肪酸（MUFA）
が含まれているとい
われています。

和牛肉は脂肪の融点が低
く、柔らかく感じる

脂肪酸には融点の低いものと高いものがあります。下表は７種類の脂肪酸を100％とした場合の各脂肪酸の割合（％）
を示したものです。MUFAは、一価不飽和脂肪酸（融点の低い脂）３種類の合計となります。

７種類の脂肪酸の融点と構成割合

一価不飽和脂肪酸の遺伝率
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脂肪酸組成の測定について

採取部位：僧帽筋

ゲノミック評価用データの取得には精度の高い、
ガスクロマトグラフィー（GC）を用いています。

食肉市場等で普及している近赤外線
を用いる脂質測定装置。
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基準集団：5年前±2年に生まれた雌個体4,136頭

脂肪酸組成形質評価のデータについて

収集期間 平成２４年４月～令和７年３月

収集データ 僧帽筋から採取した脂肪の脂肪酸組成化学分析（GC分析）およびSNP情報

データ数 22,329頭（去勢12,876頭、雌9,453頭)

脂肪酸組成形質の概要（令和７年７月時点）
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オレイン酸およびMUFAのG評価-測定値分布 去勢110頭 雌52頭

■去勢

●雌

R=0.436 R=0.421

オレイン酸、MUFAともにG評価と測定値との間に中程度の相関関係

脂肪酸組成形質のG評価値と実測値
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ありがとうございました。
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